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I衣 装

千安☆族における史の力
:と こ舌晟

服のかたち   武田佐知子
かえばや』の復糀

青い島と住いスカ
猛語「配人行」  

矢田尚子 (盛阿大学‖教授)

の「古烏飛去符F相 :II)Jを めぐって

を代侍女牙友雑考      菅谷文貝J(橿原考 I早トイリF究所所|ミ )

『ヤ回歴代帝危像』 と詢煮敗の図像  堤 ―昭 (大阪大学教授)

吊仰敲 と仰祭服についての
獣 輔 硼 岬 触 端 午キM淑

人千†についての月な説― 「天平 |´ 二年人月 |ヨ Jに込められた意味
伊藤 純 (大 llxFT・ 史pli物館半哄員)

日本人のキリス ト独史本と宣独tTlの 友未
岡美穂子 (束京大学史川編纂所助教)

Ⅱ 信 仰

士原迪真「令ヒ吉」詭の諸相 とその展開― 古代・中Llを 中心に
竹居明男 (F司 芯社大学教授)

空侮太子の化身訛―『二生ヒ絵』と『 lL tt r寺御手印縁起』
稲城正己 (光述寺住職)

近世太子信″Pの 成立と夫海 榊原小葉子 (ス タンフォード大学計Ⅲ出W)

大阪え満
イ
ユの渡辺吉贅と「神洒突姿」――平坐t湖〔内「神酒天神」の投影

高島幸次 (大阪大学コミュニケーシコンデザインセンター招叫教授)

引ヒ十七星とえHll星 をともなう江声時代の妙几働像の一例
一 D(1滲狗〒釈を越えて松 ,甫 清 (大阪工業大学4花 教lt)

近世筑球における燭れ信″Pと 船方衆
―那硝i″F狭‖]村の新参林氏とその州

'祖

像を中心に
藤田明良 (天劇!大学教授)

多立イLす るローカルな祭 リー浮とするJlノ、
井本恭子 (大阪大学イに教授)

Ⅲ 古代史の諸相

非波負栖立埼官の生普4柱     市 大樹 (大 ll「x大学准教授)

「炊 ノ 妥 ハ 早 事 ナ リJ一 人 武 一二年 円 ν町月 丙成 詔 ■l考

井上勝博 (武「lll川 女子大学非常勤討師)

北ぶる女神伝ふ嵐立の背子について
松下正和 (近大1/L弔 大学詰山「)

OO予定内容 目次OO

「風上記」開発伝承の再検討ェ『常卜1三十J)RI:記』イ丁方刑卜条
高橋明裕 (立命鮒大学年非常助戸‖師)

棒溶固風上記の民間神話からみた地域終杞の諾相
坂江 渉 (“ ,l=大 学地城連携センターイサ千究丁1)

Ⅳ 女 性

口木古代におけるか姻 とそのttL鎖 をめく
Stて

今津勝紀 (円 山大学教1受 )

近代 日本における化粧研究家の誕生一藤波ウこ本の1跡をめぐって
鈴木則子 (奈良女子大学教lrt)

小来風十『青春』にえる男性領域への倹礼と女性教い「の周繰化
小橋玲治 (11+常‖`得学校非常tlJJ」〒‖山F)

タイ大学にみる女性の「解次」一『ワンラヤーの愛』を中心として
平松秀樹 (大 坂大学等非常ll1/1i止 山F)

スペ インの奸人参JVA権 に関する一考察
岡本淳子 (大 阪大学助教)

上地の友衆を纏 う一 「ご当地キティJを めぐるジェEン グー表象論
山崎明子 (奈 R女 千大半4t教授)

V文 化の交錯

慾鯛をこんだ由海の船舶 と夫イ七
辻尾榮市 (大 阪 lNl立 大学客兵tイリF究員)

『 ,k花名所獨索内』を抗む

辻尾千暁 (大 llk大 学大→1院 博十前州課f.ttT)

一人世紀ヤ子の奥岸滓方角会所 と惣代の家
一 剛方惣代汗ブ(の 不LI:可ギ件をめぐつて

河野未央 (近大州鵬 大学助教)

」FI世ヤ後期に兒る近代アルビニズム的匙考
中井祥雅 (大 坂大半大学院酢 |:後 川課程)

近代における各美群島からの痰台考について
高嶋朋子 (束京外国証F大学国際H木イ〕F究セン痺―り:雷 t lll討 師)

民谷世卜における介の地域性 と方官圏
―北陸地方の対煮にイと日して

中井精― (宮 大学大文半¬
`教

授)

リンネ′)「十日J と「イ走徒」のイ走命
―スウェーデンから兄たテユーンバリ訪日の背ナ【
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古代日本の衣服 と交通
装う王権 つなぐ道

武田佐知子著
衣服と交通一、そしてそこから派生する境界・王権・民族標
識・異性装などの諸問題 ‥̈い。これ らは古代国家の形成、律
令国家による国家統合等を考えるさいのキーワー ドとなる。
2014年 3月 に大阪大学を退職する著者による長年の研究成果
を集成。
【内容】古代における道と国家/古代における都と村/古代環日本海

交通と淳足柵/「魏志」倭人伝の衣服について/日 本古代における民族
と衣服/律令国家と蝦夷の衣服―民族標識としての衣服/男装の女王
・卑弥呼/大化の冠位制について一吉士長丹像との関連で 他
>A5判・410頁 /本体6,800円 (税別)    ISBN978-4-7842-1723-6

正倉院染織品の研究

思文閣出版既刊図書案内

尾形充彦著
宮内庁正倉院事務所で研究職技官として、一貫 して染織品の

整理・調査・研究に従事 してきた著者による、35年にわたる

研究成果。正倉院事務所が行つた第 1次・第 2次の古裂調査

(昭和28～47年)や、C.I.E.T.A.(国 際古代染繊学会)

の古代織物調査方法に大きな影響を受けて、身につけた調査

研究方法により進めてきた正倉院染織品研究の集大成。
【内容】聖武天皇の時代の正倉院の染織品/正倉院の染織/正倉院裂
の研究/花唐草獅子文綾について/正倉院の染繊品の保存と技術 他

着衣する身体と女性の周縁化
武田佐矢□子編

着衣とい う共通の素材を通 して、
さまざまな社会におけるジェング
ーのあり方を考察。グローバルな
視点から、衣服 と身体の表象につ
いて解き明かす論文集。取 り上げ
る素材は、「民族衣装」「魔女」「リ
カちゃん人形」「マイケル・ジャク
ノン」等、多岐にわたる一書。

レA5判・500頁/本体5,800円 (税別)

レB5判・416頁 /本体 20,000円 (税別)

太子信仰と天神信仰 信仰と表現の位相
武田佐知子編
時代を超えて、上下を通じた諸階層の篤い崇敬を得てきた、聖徳太子
信仰・天神信仰の比較研究。両信仰に関わる美術史、文学史、宗教史、
芸能史的研究を集成し、時代のニーズとともに変化する信仰の形態や、
それに付随するイメージの付与、そして宗派や地域を越えて多面的に
利用されるそれぞれの信仰の進化形について明かす。
>A5判 '354頁/本体 6.500円 (税別)    ISBN978-牛 7842-1473-0

周縁文化と身分制
脇田晴子・ マーチン・コルカ ッ ト。平雅行編
周縁部分をテーマとすることによつて、新たな前近代社会像を多面的
に浮き彫 りにする12篇。各時代に存在する差別の構造的特質を明らか
にすることは、その時代の社会全体のあり方を解明することに連なる、
との観点から、方法を異にする日米の気鋭の研究者の討論を踏まえた
成果。
レA5判・350頁 /本体 5,500円 (税別)      ISBN牛 7842-123卜0

京都の女性史
京都橘女子大学女性歴史文化研究所編
平安時代から近代まで、京都に生きた女性に視点を据えた論文 8本を
収める。同研究所に所蔵されている『遊客名簿』の分析を通してこれ
まであまり取り上げられてこなかった近代京都の遊郭について明らか
にした論文など、最新の研究成果が盛りこまれている。
レA5判・242頁 /本体 2,400円 (税別)      ISBN4-7842-1123-3

秘豪連恵轟思ら犠年の研究
散所の人々が携わった芸能あるいは陰陽道などとのかかわりを含め
て、文献・絵画・地図の綿密な分析をこころみ、洛中・山城国・近江
国における実態を浮きばりにする。共同研究のまとめとしての座談会
のほか、研究ツールとしての年表 。文献目録・基本史料を収録、古代
・中世社会の研究にとって欠くことのできない基本文献。
>A5判・590頁 /本体 8,200円 (税別)      ISBN牛 7842-1219-1

歴史における周縁 と共生
―女性・繊れ・衛生―

鈴木則子編
日本の歴史のなかで女性の周縁化 (地位の劣化)が進行 して
いく過程を、その身体に紺する認識の歴史的変化に着 目しつ
つ、宗教/儀礼/物れ/医学/衛生という、主として工つの
側面から検討をくわえ、明らかにする。仏教 と神道等の諸宗
教における女性認識の諸相、血彦などに姑する地域社会の対
応の展開、伝統的医学 。近代医学双方からみた病気や女性身
体観の変容、近代衛生思想における女性役割の位置づけ等に
ついて、新しい視点から促示 した共同研究の成果。

ISBN978-4-7842-1616-1

※壬生狂言古衣裳
松浦俊海監修/野上俊子他編
重要無形民俗文化財 「壬生狂言」の衣裳のほとんどは、庶民が身近な
死者の菩提を弔うために、その生前の衣裳を奉納したもので、奉納年
や没年が昌書されている。制作年代を知ることがむずかしい染色資料
にあつて墨書年から制作年の下限を推定できるこれらの衣裳は、きわ
めて貴重な存在である。カラー図版114頁 。モノクロ図版32頁。
レA4判・300頁/本体 58,000円 (税別)     ISBN牛 7842-0721-X

中世京都文化の周縁
川嶋将生箸                思文闇史学叢書
「近世都市」へと変貌を遂げていく中世京都の姿を、洛中洛外図や祗
園会の記録を通し、また声聞師・庭者など室町文化を支えた都市周縁
の非人たちの動向と合わせて論じ、上層町衆と新興町人との世代交代
という、中世から近世への明らかな時代転換が見られる寛永文化に目
を注ぐ。
>A5判・430頁/本体 7,800円 (税別)      ISBN牛 7842-0717-1

嵐 識 違 井

の 伝 播 と 地 域 社 会
 思文間史学叢書

京都とその近郊の中世文化史に取り組んできた著者が、今までの成果
をまとめた一書。在地 (荘園)を めぐる動向、公武の文芸交流と伝播、
さらに河原者・声聞師の被差別民衆の諸相と室町・戦国期の人物論を
収めた。
レA5判・400頁 /本体 7,800円 (税別)      ISBN4-7842-1325-2

昂I荏聖井の社会と寺社
律宗・律僧が中世社会で果たした役割を中心に、女性や被差別民など、
歴史の主流からこばれ落ちがちなものたちへ常にまなざしを注ぎ、境
界領域から歴史を問い続けてきた著者の主要な研究成果を一書にまと
める。
レA5判・452頁 /本体 7,700円 (税別)    ISBN978-4-7842-1670-3

インタビュー・エッセイや新刊情報を掲載 した広報誌『鴨東通信』 を年 4回 無料でお送 りしています。
電話・fax・ Eメ ールでお申 し込み下 さい。※印の書籍は外函・カバーに汚れ・傷みがございます


